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序　　　文

　ブラジル連邦共和国カンピーナス大学臨床研究プロジェクトは、1997年４月１日から５年間の

協力期間で、医学界の中核教育機関のひとつであるサン・パウロ州立カンピーナス大学において、

エイズ合併真菌感染症、ならびに肝疾患に関する診断・治療・研究機能を高めることを目標に実

施しているものです。

　1999年６月、協力開始後約２年間を経過し、国際協力事業団は、プロジェクトの進捗状況を把

握・評価し、今後のプロジェクト協力期間の実行計画について協議することとし、1999年６月28

日から７月10日までの日程で、富山医科薬科大学の藤巻雅夫名誉教授を団長として、巡回指導調

査団を派遣しました。本報告書は、その調査結果を取りまとめたものです。

　ここに本調査にご協力を賜りました関係各位に、深甚なる感謝の意を表しますとともに、プロ

ジェクトの効果的な実施のために、今後とも、ご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

　平成12年３月

国際協力事業団

医療協力部長　遠藤　明











目　　　次

序　文

写　真

地　図

１．巡回指導調査団派遣 --------------------------------------------------------- 　1

　１－１　調査団派遣の経緯と目的 ----------------------------------------------- 　1

　１－２　調査団の構成 --------------------------------------------------------- 　2

　１－３　調査日程 ------------------------------------------------------------- 　3

　１－４　主要面談者 ----------------------------------------------------------- 　4

２．総括報告 ------------------------------------------------------------------- 　6

３．分野別報告 ----------------------------------------------------------------- 　7

　３－１　エイズ真菌感染症分野 ------------------------------------------------- 　7

　３－２　肝疾患分野 ----------------------------------------------------------- 　8

附属資料

　①　協議議事録 ---------------------------------------------------------------  13

　②　PDM日本語訳-------------------------------------------------------------  29

　③　PDM指標関連資料（エイズ真菌感染症分野）---------------------------------  33

　④　PDM指標関連資料（肝疾患分野）-------------------------------------------  99



－1－

１．巡回指導調査団派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

（１）調査団派遣の経緯

　近年ブラジル連邦共和国（以下、ブラジル）においては、HIV感染症、肝疾患、小児難治

感染症が増加しており、これらに対処するための人材育成が急務になっている。

　このため同国政府は、1990年７月から６年間実施された「カンピーナス大学消化器診断・

研究プロジェクト」の成果を踏まえ、医学界の中核教育機関であるサン・パウロ州立カン

ピーナス大学医学部において、上記疾患に関する診断・治療・研究機能を高めるため新規プ

ロジェクトを要請してきた。わが国はこの要請に応え、1997年４月１日から５年間の予定で

本プロジェクトを開始した。

　プロジェクトは真菌分野（幼・小児を含む）と肝疾患分野に大別される。主な活動とし

て、真菌分野においてはエイズ患者に対する病原真菌の同定・分類検査技術、ならびに分

離・同定された病原真菌の抗真菌剤に対する感受性検査技術の指導が実施されている。また

肝疾患分野については一連の肝疾患シークエンスにかかる診断・治療技術が指導されてい

る。

　今般、プロジェクト開始後２年２カ月を経過し、プロジェクトのこれまでの活動について

評価を行うとともに、先方との協議を通じて今後の活動計画を確認すべく、本調査団を派遣

することとなった。

（２）調査団派遣の目的

１）真菌分野

①　各種技術の移転状況の把握

・真菌分離・同定技術

・薬剤感受性試験技術

②　活動拠点移転（ガストロセンター→医学部附属病院）の状況把握

・移転設備の稼働（含、バイオセル・トレーサー）

・増員されたカウンターパートの活動

③　小児科における活動状況の確認

・検査組織システム

・試料・検体の供給状況

２）肝疾患分野

①　肝炎ウイルス検出技術の技術移転状況の把握
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②　検出法、治療法別の協力計画の策定

③　供与機材の稼働状況

３）プロジェクトの活動計画の整理（プロジェクトデザインマトリックス（PDM）の作成）

①　「プロジェクト目標」と実施される「活動」、活動の結果として達成される「成

果」、活動を行うための「投入」についての各々の整合性の確認

②　「プロジェクト目標」および「成果」の把握に必要な「指標」および「指標の入手手

段」の確認

③　真菌分野と肝疾患分野の分離の是非

④　1996年12月16日付討議議事録（R/D）との整合性

１－２　調査団の構成

　担　当 　氏　名 　　　　　所　　　属

　団長 総　　括 藤巻　雅夫 富山医科薬科大学　名誉教授

　団員 消化器内科 渡邊　明治 富山医科薬科大学医学部　教授（７月４日～）

　団員 協力計画 岡村　昭夫 国際協力事業団医療協力部医療協力第二課　職員

（６月30日～）

　上記に加え、以下記載の短期専門家が調査団活動に参加した。

　指導分野 　氏　名 　　　　　所　　　属

消化器病学 山本　恵一 富山医科薬科大学　名誉教授

感染症（エイズ） 宮治　　誠 千葉大学真菌医学研究センター　教授
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１－３　調査日程

日順 月 日 曜日 移 動 お よ び 業 務 

１ ６／28 月 20:55 成田発（JL064） 

２ 29 火  8:10 サン・パウロ着 

午 前 JICAサン・パウロ事務所訪問・打合せ 
午 後 カンピーナスへ移動 

３ 30 水 カウンターパート、日本人専門家との打合せ 

 （岡村団員：15:55 フォルタレーザ発（RG374） 

       19:25 サン・パウロ着、カンピーナスへ移動） 

４ ７／１ 木 午 前 プロジェクト合同委員会 

午 後 エイズ・真菌感染症分野（小児）個別協議 

５ ２ 金 午 前 エイズ・真菌感染症分野個別協議 

午 後 カンピーナス大学医学部長との協議 

６ ３ 土 終 日 資料整理 

７ ４ 日 終 日 資料整理 

 （渡邊団員：19:00 名古屋発（RG839）） 

８ ５ 月  （渡邊団員： 5:40 サン・パウロ着、カンピーナスへ移動） 

午 前 エイズ・真菌感染症分野（小児）個別協議 

午 後 肝疾患分野個別協議 

９ ６ 火 午 前 エイズ・真菌感染症分野（小児）個別協議 

    カンピーナス大学医学部附属血液センター視察 

午 後 協議議事録作成（含 PDM） 
10 ７ 水 午 前 エイズ・真菌感染症分野個別協議 

午 後 JICA広報展参加（サン・パウロ事務所主催） 
    カンピーナス大学国際部長訪問 

    カンピーナス大学学長訪問・協議議事録署名 

11 ８ 木 午 前 日本人専門家との協議 

    サン・パウロへ移動 

午 後 JICAサン・パウロ事務所へ報告 
    在サン・パウロ日本総領事館 

23:50 サン・パウロ発（RG836） 

12 ９ 金 機内 

13 10 土 13:35 成田着 
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１－４　主要面談者

（１）ブラジル側関係者（サン・パウロ州立カンピーナス大学）

Hermano de Medeiros F. Tavares 学長

Fernado Galembeck 副学長

Mohamed Habib 国際部長

Mario J. Abdalla Saad 医学部長

Luiz Carlos Zeferino 副医学部長

Ademar Yamanaka プロジェクト・コーディネーター

Jose Murilo R. Zeitune ガストロセンター所長

Juvenal Ricardo Navarro Goes ガストロセンター副所長

Francisco Hideo Aoki エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Maria Luisa Moretti Branchini エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Plinio Trabasso エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Angelica Zaninella Schreiber エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Marcia Maria Pedroso エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Isabel Cristina Izatto エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Erivan Olinda Ribeiro エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Guaracy Da Silva Ribeiro エイズ真菌感染症分野カウンターパート

Maria Aparecida Brenelli エイズ真菌感染症分野（小児）カウンターパート

Maria Marluce dos Santos Vilela エイズ真菌感染症分野（小児）カウンターパート

Carlos Renato Della T. Sanches エイズ真菌感染症分野（小児）カウンターパート

Elza Cotrim Soares 肝疾患分野カウンターパート

Jazon R. Souza de Almeida 肝疾患分野カウンターパート

Nancy Fusae Nishimura 肝疾患分野カウンターパート

Brasilio T. Okubo 肝疾患分野カウンターパート

（２）日本側関係者

１）在サン・パウロ総領事館

池田　敏雄 首席領事

渡辺　健治 領事

玉川　　淳 領事

アドリアーナ・タカハシ 館員（経協担当）
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２）JICAサン・パウロ事務所

川路賢一郎 所長

池城　　直 次長

野々口　クリスチーナ 所員

３）プロジェクト専門家

吉田　祚一 チーフアドバイザー、感染免疫学 長期専門家

滝澤香代子 細菌学（エイズ） 長期専門家

富永健一郎 業務調整 長期専門家

岡田　和彦 肝臓病学 短期専門家
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２．総括報告

　本巡回指導調査団は、これまでのプロジェクト活動の進捗について確認し、PDMの作成を通じ

て今後の活動計画をブラジル側と協議するために派遣された。プロジェクト合同委員会および各

分野の個別協議を踏まえ、1999年７月７日にカンピーナス大学タバレス学長と藤巻雅夫団長の間

で、協議議事録が署名・合意された。本プロジェクトにはエイズ真菌感染症分野と肝疾患分野の

２つの異なる分野が存在しているためPDMを１つにまとめることが困難であり、２種類作成する

こととした。

　エイズ真菌感染症分野については、エイズ患者からの真菌の分離、分離された真菌の分類同定、

薬剤感受性試験に関する基本的技術については、ほぼ技術移転が完了していることが確認された。

今後はこれらの基本的技術を補完的に指導し精度を高めることに加え、血清学的診断法、分子生

物学的診断法、また小児科に関しては免疫担当細胞（血中喰細胞）機能検査の技術移転を開始す

ることとした。

　薬剤感受性試験を効果的に実施するための細胞成長自動測定装置であるバイオセル・トレーサー

（1997年度供与機材）については稼働の遅れが懸念されたが、基本的な検査は可能であることが

確認された。

　肝疾患分野については、ブラジル側の肝炎ウイルス診断技術向上のための高次技術移転への期

待の強さが確認され、専門家派遣もしくはカウンターパート研修員受入れの実現を条件に、検査

キットの供与も検討することとなった。

　一方で肝疾患分野に関するこれまでの日本人専門家派遣は必ずしも十分であるとはいえず、計

画された成果の実現のためには、今後の専門家派遣の充実が必要である。

　1999年５月、エイズ真菌感染症分野の研究設備（日本側供与機材）を、それまでの設置場所ガ

ストロセンターからカンピーナス大学附属病院内の研究室に移転した。これはエイズ・グループ

の研究者が設備未完のガストロセンターの研究室を借用しなければならない不便を解消したもの

であり、これによってエイズ真菌感染症分野の活動のいっそうの進展が見込まれる。しかしなが

ら同じプロジェクトである以上、２つの分野の協力は引き続き必要であり、特に供与機材の共用

などに関する両分野間の協力がより緊密なものとなることが期待される。
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３．分野別報告

３－１　エイズ真菌感染症分野

（１）進捗状況

　これまでに分離・同定、薬剤感受性試験の基本的検査技術に関する技術移転はほぼ完了し

た。蓄積された検査結果をもとに評価できる水準の数篇の研究論文が発表され、2000年度に

は国際真菌学会（真菌分野では世界最高水準の学会）での発表が予定されている。

　今後は、これら基本的検査技術を引き続き補完的に指導するとともに、新たに血清学的診

断法（アミノ酸／たんぱく質の性状により真菌の分離・同定を行う）、分子生物学的診断法

（DNA配列の分析により真菌の分離・同定を行う）、また小児部門においては免疫担当細

胞（血中喰細胞）機能検査を実施していくこととした。

（２）研究場所の移転

　真菌部門の研究場所は当初ガストロセンター内にあったが、1999年５月に病院内に移転し

た。エイズ・グループの研究者が電源、給排水等の設備が不十分なガストロセンターを借用

しなければならない不便を解消したもので、今後の活動の加速が期待される。

　また稼働の遅れが懸念された供与機材、バイオセル・トレーサーについても調査団派遣ま

でに試験的基本操作５例の実施を完了し、基本的な検査機能については稼働することが確認

されていた。

（３）小児科との連携

　プロジェクト活動の効果を高めるべく、カンピーナス大学の診療・研究においては異なる

部門であるエイズ・グループと小児科との連携をさらに改善、強化するよう、調査団より申

し入れた。

（４）PDM

　プロジェクト目標（カンピーナス大学附属病院診療圏内におけるエイズ患者の死亡の減

少）に関する指標として、当初年間死亡率の減少を考えたが、ブラジルにおいては1996年12

月からエイズ抗真菌剤の無料投与が開始されたこと、公立病院における薬剤投与体制の整備

が進んだことから、全国的に死亡率（患者総数のうちの年間死亡者総数）が60％超も減少し

ており、これ自体をプロジェクト活動の効果を図る指標とすることは難しいと判断し、指標

を「サン・パウロ州、また全国平均との死亡率と比較した場合の改善度合の差」とすること

で合意した。
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　プロジェクト目標と成果の指標に関連して、ブラジル側より資料（附属資料③）が提出さ

れた。

３－２　肝疾患分野

（１）肝炎ウイルス診断

　カンピーナス大学（ガストロセンター）側の最大の関心事であり、特に検査キット供給

（→研究実施→論文作成）への期待が強いことが確認された。今回の協議の結果、ガストロ

センターの研究能力の向上を図るべく、検査キット（カンピーナス大学側の要望はHCV（定

性・定量・ジェノタイプ）およびＢ型の４種）の供与を、当該分野の専門家派遣もしくはカ

ウンターパート研修が決定した後に検討することとなった。

　試薬のブラジル国内生産（またはカンピーナス大学による作製）が現実的でない以上、本

格的な臨床への応用については、将来的にはガストロセンターもしくは附属病院が予算を確

保して試薬を購入する必要がある。したがってプロジェクトによる試薬供与は研究用とし、

その研究目的・数量についてはあらかじめ限定するべきであると思われる。

（２）肝臓病診療と肝臓移植の合併ユニット

　カンピーナス大学の肝疾患患者への対応が必ずしも総合的になされていないことの弊害は

かねてより日本側から指摘されていたが、ガストロセンター第２棟の完成によりこれを肝疾

患の総合的診療施設として位置づけることが合意され、1998年12月16日にオープニング・セ

レモニーが実施された。しかしながら本格的な稼働はしておらず、今のところ成果はみえて

いない。今後同ユニットが実質的に機能するために、内科、外科ほか関係診療部門の合同会

議が開催されるよう期待したい。

（３）専門家派遣

　肝臓分野は従来より専門家のリクルートにおいて苦戦が続いている。協議の席上で日本側

から、専門家のリクルートに引き続き尽力する旨が表明されたものの、特に長期専門家の派

遣についての見通しは必ずしも明るくない。

（４）PDM

　当初プロジェクト目標（カンピーナス大学附属病院の肝疾患患者の死亡の減少）の指標

（年間死亡率の20％減）の達成に不安があるとの意見がブラジル側より示されたが、最終的

には努力目標として位置づけることで合意された。

　他方、「活動」については、①肝炎ウイルス検出技術の移転、②肝硬変・肝ガンの診断技
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術の移転、③肝ガンに関する内科的治療技術の移転、④肝ガンに関する外科的治療技術の移

転、とすることで合意したが、対象範囲は広く、計画された成果の達成のためには日本人専

門家派遣の充実等、投入のいっそうの強化が必要となる。

　プロジェクト目標の指標に関するデータとしてブラジル側より資料（附属資料④）が呈示

された。





附　属　資　料

①　協議議事録

②　PDM日本語訳

　１　エイズ真菌感染症分野

　２　肝疾患分野

③　PDM指標関連資料（エイズ真菌感染症分野）

　１　カンピーナス大学附属病院

　２　サン・パウロ市

　３　ブラジル国

④　PDM指標関連資料（肝疾患分野）

　１　カンピーナス大学附属病院　外来患者

　２　カンピーナス大学附属病院消化器病棟　入院患者

　３　カンピーナス大学附属病院　肝臓ガン

　４　肝臓ガンおよび胆道ガンによる死亡数
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